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腫大は発症前より高頻度に存在し，出産後 1--3 カ月目からび漫性腫大を示すが 6 --12ヶ月目には自然
縮小する口甲状腺機能では，出産後 1--3 カ月自に放射性ヨード摂取率低値の破壊性甲状腺中毒症を示














例，一過性甲状腺中毒症に続く一過性甲状腺機能低下症 7 例，一過性甲状腺機能低下症 7 例，永続性甲
状腺機能低下症 l 例，合計28例 (5.5 %)の異常がみられ，うち25例は抗甲状腺マイクロゾーム抗体陽
性であった。永続性甲状腺機能低下症の出現頻度( 0.2 箔)はシーハン症候群のそれ( 0.003 箔)に比
し約 100 倍もの高値であった。







2. 本症候群の甲状腺機能異常は出産後 1""-'8 カ月にみられ， (1)破壊性甲状腺中毒症に引き続き一過性
甲状腺機能低下症を示すもの， (2)破壊性甲状腺中毒症に引き続き永続性甲状腺機能低下症を示すもの，
(3)一過性甲状腺中毒症のみを示すもの， (4)永続性甲状腺中毒症の 4 つに大別された。
3. 本症候群の出現は一般妊婦の 5.5 5ぢの高頻度にみられた。
論文の審査結果の要旨
本研究は，自己免疫性甲状腺疾患が出産後増悪し種々のタイプの甲状腺機能異常が発生することを
初めて明らかにしたものである。
しかも，本症候群は，一般女性の出産後に 5.5 %の高頻度出現がみられる乙とも明らかにされた臨床
内分泌学および臨床免疫学に大きな新知見を加えた画期的な仕事であり，医学博士の学位を授与する価
値のある研究と認める。
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